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日
本
原
子
力
学
会
は
八
月
一
八
日
、
教
科
書
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
・
原
子
力
・
放
射
線
関
連
の
記
述
に
係
る
調
査
報
告
書
を
発
表
し

た
。
同
学
会
の
教
育
委
員
会
が
毎
年
、
小
・
中
・
高
校
で
用
い
ら
れ

る
教
科
書
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
き
二
○
二
二
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
高
校
の
地

理
歴
史
、
公
民
、
理
科
、
保
健
体
育
、
家
庭
、
工
業
の
各
教
科
の
検

定
済
み
教
科
書
計
七
二
点
を
調
査
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
原
子
力
・

放
射
線
に
関
連
し
た
記
述
（
写
真
、
図
・
グ
ラ
フ
も
含
む
）、
こ
れ

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
・
修
文
例
を
整
理
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
に

関
す
る
教
育
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
意
見
・
提
言
を
ま
と
め
た
。

　

地
理
総
合
で
は
、
今
回
調
査
し
た
教
科
書
六
点
中
五
点
が
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
発
展
的
学
習
と
し

て
、
国
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の
比
較
、
日
本
の
電
源
別
発
電
量

の
推
移
な
ど
、
資
料
を
提
示
し
た
上
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
考
え
さ
せ
る
記
述
も
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、「
従
来
通
り
、
化
石
燃
料
を
中
心
に
お
く
」、「
原
子
力
発

電
と
の
共
存
を
図
る
」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
迅
速
に
移
行
す

る
」
の
三
つ
の
主
張
を
あ
げ
、
自
身
と
意
見
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
「
自
分
の
意
見
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」

を
考
え
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
報
告
書
で
は
「
理
解

を
深
め
考
察
を
促
す
効
果
的
な
内
容
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

公
共
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
、
専
門
家
、
自
治
体
職
員
、
経

営
者
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
じ
た
議
論
の
事
例
を
紹
介
し
た
教

科
書
が
あ
り
、
報
告
書
で
は
、「
重
大
な
問
題
を
多
角
的
に
考
え
る

姿
勢
を
育
成
す
る
意
味
で
大
変
好
ま
し
い
」
と
高
く
評
価
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
複
雑
さ
か
ら
、
公
共
の
教
科
書
に
関
し
て
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
理
解
し
や
す

く
す
る
工
夫
を
図
る
と
と
も
に
、
供
給
の
安
定
性
、
安
全
性
、
環
境

へ
の
配
慮
、
経
済
性
も
含
め
た
総
合
的
な
観
点
、
長
期
的
な
視
点
か

ら
言
及
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
し
て
は
、
化
学
基
礎
と
「
科

学
と
人
間
生
活
」
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
科
書
が
記
述
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
地
理
総
合
と
物
理
基
礎
の
計
四
点

の
教
科
書
が
取
り
上
げ
て
い
た
。
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
二
○
一
八
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴
う
大
規
模
停
電
を

例
に
挙
げ
、「
火
力
発
電
・
水
力
発
電
・
原
子
力
発
電
に
加
え
、
太

陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
ふ
く

め
た
う
え
で
、
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
記
述
し
、
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
教
科
書
が
あ
り
、
報
告
書

で
は
「
大
変
適
切
」
と
評
価
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
問

題
を
取
り
上
げ
た
教
科
書
も
多
く
あ
っ
た
が
、「
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
」
に
触
れ
て
い
た
の
は
一
点
の
み
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
出
身
の
偉

大
な
経
済
学
者
・
思
想
家
を
紹
介
し
た
い
。
一
八
四
○
年
に
オ
ー
ス

ト
リ
ア
領
ガ
リ
ツ
ィ
ア
地
方
ノ
イ
ザ
ン
デ
ツ
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ

ヴ
ィ
・
ソ
ン
チ
）
に
生
ま
れ
た
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
は
、
プ
ラ
ハ
大

学
と
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
法
律
を
学
び
、
後
に
ク
ラ
ク
フ
大
学
か
ら
博

士
号
を
受
け
た
。
六
○
年
代
に
レ
ン
ベ
ル
ク
新
聞
社
及
び
ウ
ィ
ー
ン

新
聞
社
で
経
済
ニ
ュ
ー
ス
担
当
記
者
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
過
程
で
、

古
典
派
経
済
学
の
価
格
決
定
に
つ
い
て
の
理
論
と
実
際
の
市
場
で
の

値
動
き
と
の
不
一
致
に
気
付
い
て
研
究
し
「
国
民
経
済
学
原
理
」
を

出
版
し
て
新
し
い
経
済
学
を
打
ち
立
て
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
済
学

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
（
限
界
効
用
学
派
）
の
祖
と
な
っ
た
。
七
二

年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
法
学
部
に
私
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
七
三
年
に

は
経
済
理
論
の
員
外
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
。
七
六
年
以
降
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
皇
太
子
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
大
公
の
経
済
学
と
統
計
学
の
家
庭

教
師
を
務
め
、
七
八
年
に
は
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ1
世
よ
り

ウ
ィ
ー
ン
大
学
経
済
学
正
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
八
○
年
代
の
終
わ

り
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
通
貨
制
度
を
改
革
す
る
委
員
会
の
長
に
任

命
さ
れ
、
そ
の
後
の
一
○
年
間
に
「
資
本
論
」、「
貨
幣
論
」
な
ど
貨

幣
理
論
を
革
新
し
よ
う
と
す
る
大
量
の
論
説
を
著
し
た
。
四
月
号
の

偉
大
な
数
学
者
（
そ
の
二
）
で
紹
介
し
た
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
は
、

彼
の
息
子
で
あ
る
。
ま
た
、
メ
ン
ガ
ー
の
蔵
書
の
一
部
約
二
万
冊
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
旧
制
東
京
商
科
大
学
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、

同
大
学
の
後
身
で
あ
る
一
橋
大
学
の
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー

が
所
蔵
す
る
「
メ
ン
ガ
ー
文
庫
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
一
九
○
二
年
に
京
都
府
に
生
ま
れ
た
今
西
錦
司
は
、
府
立

第
一
中
学
校
（
現
洛
北
高
等
学
校
）
を
卒
業
後
、
第
三
高
等
学
校
を

経
て
、
二
八
年
に
京
都
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒
業
し
た
。
四
○
年
に

理
学
博
士
号
を
取
得
し
、
五
四
年
よ
り
京
大
人
文
科
学
研
究
所
員
、

五
九
年
に
同
所
教
授
と
な
る
。
六
二
年
よ
り
京
大
理
学
部
教
授
を
併

任
し
、
六
五
年
に
京
大
退
官
後
、
岡
山
大
学
教
授
を
経
て
岐
阜
大
学

総
長
を
務
め
た
。
三
三
年
頃
の
カ
ゲ
ロ
ウ
の
種
間
の
比
較
観
察
に
よ

る
発
見
か
ら
、
棲
み
分
け
理
論
を
唱
え
、
種
社
会
の
概
念
を
基
礎
と

す
る
生
物
社
会
構
造
の
理
論
を
打
ち
立
て
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

は
、
京
都
大
学
理
学
部
と
人
文
科
学
研
究
所
に
お
い
て
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
研
究
を
進
め
、
日
本
の
霊
長
類
社
会
学

の
礎
を
築
い
た
。
京
都
大
学
理
学
部
自
然
人
類
学
講
座
、
京
大
霊
長

類
研
究
所
の
創
設
に
寄
与
し
た
。
西
欧
の
生
存
競
争
を
強
調
す
る
進

化
論
を
批
判
し
、
種
社
会
の
主
体
性
と
共
存
の
理
論
に
立
脚
す
る
独

自
の
進
化
論
を
唱
え
た
。
人
類
学
、
霊
長
類
学
に
と
ど
ま
ら
ぬ
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
、
梅
棹
忠
夫
を
始
め
多
く
の
後
進
を
育
て
た
。
今

西
は
非
常
に
影
響
力
が
強
く
、
特
に
京
都
大
学
を
中
心
と
す
る
影
響

の
強
い
人
た
ち
を
ま
と
め
て
今
西
学
派
、
今
西
グ
ル
ー
プ
、
あ
る
い

は
新
京
都
学
派
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
登
山
家
、
探
検
家
と
し

て
も
知
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ
の
多

く
の
調
査
隊
を
組
織
し
、
自
ら
率
先
し
て
野
外
調
査
を
進
め
た
。
ま

た
、
八
五
年
に
は
日
本
国
内
の
一
五
○
○
山
の
登
山
を
記
録
し
た
。

著
書
に
「
生
物
の
世
界
」、「
私
の
自
然
観
」
な
ど
多
数
。
日
本
山
岳

会
会
長
を
務
め
、
七
九
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
教
科
書
に
関
す
る
調
査
報
告
書
は
、
教
育
委
員

会
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
実
作
業
を
し
て
お
り
、
筆
者
は
長

年
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
は
主
査
を
務
め

て
い
る
。メ
ン
ガ
ー

の
経
済
学
に
は
縁

は
な
か
っ
た
が
、

今
西
の
「
私
の
自

然
観
」
だ
け
は
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

今
月
も
両
市
に
関

連
す
る
偉
大
な
経

済
学
者
・
思
想
家
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

ウ
ィ
ー
ン
大
学
が
所
蔵
す
る
メ
ン
ガ
ー
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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